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1.開催にあたって【主催者メッセージ】

2.EDSFair2007 実行委員長 ご挨拶

社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA）では、2007年1月

25日（木）～26日（金）の2日間、パシフィコ横浜にて

「Electronic Design and Solution Fair 2007」を開催い

たします。本展示会は、情報化・ユビキタス社会の基盤となる

情報機器向け電子システムや、半導体に必要とされる「最先端

の設計ソリューション・設計技術・EDA技術」について情報発

信・普及推進を行い、関連業界の発展に寄与することを目的と

して開催し、前身のEDA TechnoFair時代を含めて、今回で

14回目の開催となります。

日本の電子産業は、昨年後半から生産・輸出が回復傾向となっ

ておりますが、今年になってその傾向がより加速され、特に半

導体やディスプレイ分野では、設備投資を増額する企業が増え

ております。

当協会の見通しでは、今年の日本の電子工業の国内生産は、前

年比プラス2.3％としておりますが、年後半の状況しだいでは、

20兆円を超えることも期待でき、部品、半導体から情報家電、

携帯電話等に至るまで全般に好調ではないかと考えております。

一方、国際競争力が増してくる状況において、日本全体の産業

競争力が加速されるためには、様々な側面からのイノベーショ

ンが必要であり、それを実現する技術者を中心とした人材を育

成することが急務となっています。

こうした情勢を踏まえ、今回の「Electronic Design and

Solution Fair 2007」では、「ここにある世界の先端テクノロ

ジ。」をキャッチフレーズとして、新しいソリューションが求め

られる時代に対応した世界最先端技術の展示を行うとともに、

若手技術者向けのオープンセッション、国内外のベンチャー企

業を集めたゾーンの新設、産学官の技術交流を深める企画、

多彩なコンファレンス等を展開し、広く情報提供をしてまいり

ます。

当協会では、「Electronic Design and Solution Fair」が、

日本の電子情報産業に対し、設計技術の面で貢献するととも

に、来場者や出展者の皆様にとって、効果的で有意義な情報交

流やビジネス創出の場としてもご活用いただけるものと大い

に期待しております。

2007年1月25日(木)より2日間、パシフィコ横浜にて開催し

ましたElectronic Design and Solution Fair 2007

(EDSFair2007)は、過去最多の154社が348小間を出展し、

来場者数11,136名をもって無事閉幕いたしました。

盛況裏に終了することができましたのは、出展者各位、後援・

協賛をはじめご支援いただきました皆様、実行委員会関係者、

運営スタッフ等々のご協力の賜物と厚く御礼申し上げます。

EDSFair2007の開催を通じ、高度化する電子システム・半導

体に関するハードウェア、ソフトウェア設計に関する最新のソ

リューションを業界一体で紹介できたことにより、q有益な情

報の集結と最新動向の情報発信、w有効な産業界コミュニケ

ーションの場の提供、が出来たと自負しています。

EDSFair2007では、来場者の皆様のq国内外の新興ベンダ

の情報を知りたいw業界を挙げた展示会ならではの業界動

向・技術動向を知りたい、という要望にお応えして、新興ベン

ダエリアの設置や特設ステージでの各種セミナーを行い、好

評を博しました。EDSFa i r実行委員会では、今後も

Electronic Design and Solution Fair のより一層の発展

に向け、来場者および出展者双方の満足度向上に向けた各種

企画を検討・実現していきます。

なお、次回のElectronic Design and Solution Fair

2008(EDSFair2008) は、2008年1月24日（木）～25日

（金）の2日間、パシフィコ横浜での開催を予定しております。

引き続き、皆様方のご支援とご協力を賜りますようお願い申し

上げます。

社団法人 電子情報技術産業協会

会 長　秋草 直之
（富士通株式会社 代表取締役会長）

EDSFair2007実行委員会

委員長　灘岡　満



2

w概要

q開催要項

今回のEDSFair2007では、ブース展示として、LSI設計関連
ツール、PCB関連ツール、組み込みソフト、組込みプロセッサ
開発環境、IP、各種設計サービス、FPGAベンダ、EDAベンダ、
設計サービス会社等から多くの出展いただき、小間数・出展者
数とも前回の開催を上回り、特に出展者数については、国内・
海外の新興ベンダの出展誘致活動等が効果を上げたこともあ
り、前年比9.6%増の154社で過去最多となりました。
また、展示会場内の特設ステージにて、「今さら聞けないこと

がわかる！」と題して、若い技術者・設計者向けセッションの開
催や、産学官の技術交流を深める「ユニバーシティ・プラザ」の
特別展示などを行いました。
さらに、コンファレンスとしては、当該業界の第一人者にご講
演いただくキーノートスピーチ、特別講演、および出展各社に
よる出展者セミナーや、併催コンファレンスを開催し、来場者
数は合計11,136名となり、前回の来場者数を上回りました。
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Electronic Design and Solution Fair 2007
2007年1月25日（木）～1月26日（金） 2日間
パシフィコ横浜（展示ホール、アネックスホール）
〒220-0012 横浜市西区みなとみらい1-1-1
午前10時～午後6時
展示会：入場無料（登録制：インターネットによる事前登録もしくは入場時に登録が必要となります）
出展者セミナー：聴講無料（当日受付のみ。ただし、展示会への入場登録が必要となります）
キーノートスピーチ：聴講無料（インターネットによる事前申込が必要となります）
FPGA/PLD Design Conference：有料（インターネットによる事前申込が必要となります）
システム･デザイン･フォーラム2007：有料（インターネットによる事前申込が必要となります）
社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA）
Electronic Design Automation Consortium（EDAC）
経済産業省、アメリカ合衆国大使館、外国系半導体商社協会（DAFS）、
横浜市経済観光局（順不同）
社団法人 電子情報通信学会（IEICE）、社団法人 情報処理学会（IPSJ）、
社団法人 日本電子回路工業会（JPCA）（順不同）
サン・マイクロシステムズ 株式会社、日本ヒューレット・パッカード 株式会社（順不同）
有限責任中間法人 日本エレクトロニクスショー協会（JESA）

3.開催概要

5.テープカッター会場視察
開会式終了後、上記来賓および関係者による会場視察が行われ、デナリソフト
ウエア(株)、ユニバーシティ・プラザ、日本シノプシス(株)、新興ベンダエリア、
NECシステムテクノロジー(株)、（株）半導体理工学研究センターの6ヵ所のブ
ースを訪問し、新技術・研究開発等の展示内容の説明を受けました。

4.開会式
1月25日（木）午前9時50分より展示会場入口において開会式を開催しました。
開会式では、経済産業省 商務情報政策局情報通信機器課長 横尾英博様、横浜
市 経済観光局ライフサイエンス・新産業誘致担当政策専任部長 長島敏晴様に
ご祝辞をいただき、主催者からは、JEITA半導体部会 部会長 室町正志が主催
者挨拶を行い、JEITA専務理事 金子和夫を含め、テープカットを行いました。




